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令和４年度 第１６回 高砂市上下水道事業審議会 

議事要旨 

 

開催日時 令和４年８月 22 日（月） 15 時 00 分～17時 00 分 

開催場所 高砂市文化保健センター ３階多目的室１ 

会長等 山口会長、渡部副会長 

出席者 

（50音順） 
西牟田委員、埴岡委員、馬場委員、松本委員、山口委員、山本委員、渡部委員 

欠席者 なし 

 

議 事 

１ 開 会 

２ 上下水道事業管理者あいさつ 

３ 協議事項 

（１）水道料金改定に係る課題について 

（２）答申（案）について 

（３）その他 

４ 閉 会 

 

資 料 

（次第書）第 16 回高砂市上下水道事業審議会 会議次第 

（資料１）第 16 回高砂市上下水道事業審議会水道料金改定案に係る補足資料 

（別紙１）料金改定案の検討過程（フロー図） 

（資料２）水道料金の見直しについて（答申）案 

議事の経過 

発言者 発言の要旨 

 

事務局 

 

 

 

 

管理者 

 

会 長 

 

 

 

 

上下水道部 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

１ 開会 

＜本日の資料の確認＞ 

＜本日の進行について説明＞ 

＜議事経過及び写真撮影の許可、市のホームページへの掲載了承願い＞ → 承認 

＜事務局紹介＞＜出席者紹介＞＜傍聴希望者の確認＞ → なし 

 

２ 上下水道事業管理者あいさつ 

 

３ 協議事項 

 それでは審議会を始めてまいりたいと思います。 

 （１）水道料金改定に係る課題について 

 事務局から説明をお願いいたします。 

 

＜水道料金改定に係る課題について説明＞ 

 

 何かご意見、ご質問はございますか。 

 

 年に13億円という話がありましたが、30％上げればどれぐらいの増収になるので

しょうか。 
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上下水道部 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

上下水道部 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

上下水道部 

 

 

 

管理者 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

管理者 

 

委 員 

 現在、水道料金収入が約10億円です。30％上げることにより13億円となりますの

で、約３億円の収入増になると考えております。 

 

 基本は必要な費用をきちんと５年間利用者から頂いていくという方向で調整し、

その中で、できるだけ公平な負担になるようにこれまで議論してきたということ

と、その結果、料金引き上げたとしても、他市よりもまだ低く抑えることができた

ということです。さらに５年に一度は見直しをして、赤字を大きくしないという方

向で対応していくということです。 

 

 水道－４ですが、口径75㎜以上のところはやはり改定率が低いです。使用しても

らう水道量を維持してほしいために上げなかったと説明がありましたが、もう少し

詳しく説明をお願いします。 

 

 ご指摘のように、改定率については一般家庭が約30％ですが、大口の使用者、つ

まり口径が大きいところは約20％です。別紙資料の別紙２、補足シミュレーション

①の（２）検討結果のところで、75㎜以上のところを30％の改定率でシミュレーシ

ョンをしましたが、例えば口径150㎜の方では、年間約1,500万円の増額になり、200

㎜以上の使用者の方に関しても年間672万円の負担増になります。そこで、使用水

量が大きく減ってしまうと、水道料金収入に与える影響もかなり大きくなるため、

一般家庭の方と比較して改定率を少し低くしたというところです。 

 

 他市との関係はどうですか。 

 

 今回の資料の中では、水道－７から８、９ページに大きい口径の近隣市との比較

を示しております。シミュレーションしますと、近隣市に比べても特に高い水準で

はないといえます。 

 

 先ほどの水道－４のところですが、全ての段階において30％上げた場合、口径13

㎜では１か月の影響額というのは300円となりますが、150㎜のところでいえば440

万になりますので、相当な乖離が生じます。そうした中で、例えば150㎜で現在２万

㎥使っている企業が、１％節水すると一般家庭の70軒分の基本水量にあたります。

このように、全ての段階において30％上げれば影響額に大きな差が生じてしまうの

で、一般家庭のところは30％、上のほうは若干それを抑えたというのが今回の改定

の中で考えたところです。 

 

 ただ、市民がこの資料を見ると、30％値上げするといっても、一般家庭だけが30％

で大企業は安いというように感じると思う。 

 

 市民の方に対しては、説明会を行いますので、丁寧に説明させていただきます。 

 

 福祉施設というのは口径が大きいのですが、どのような施設を指していますか。 
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上下水道部 

 

会 長 

 

 

上下水道部 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

管理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 例えば特別養護老人ホームのような、主に高齢者の方の福祉施設です。 

 

 そのほか、よろしいですか。 

 審議はこれで終了し、事務局から答申を説明します。 

 

 資料２をお願いいたします。 

 水道料金の見直しについての答申案をお願いいたします。 

 ＜答申案を読み上げる＞ 

  

 これが我々の答申の文案になりますが、これについて何かご意見、ご質問ござい

ますか。ご意見等ございましたら、それを踏まえて修正等を行ってまいりたいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、異議がありませんので、この答申案を答申とさせていただきます。 

 

 準備が整いましたので、私から上下水道事業管理者に答申をいたします。 

 ＜答申の提出＞ 

 

 令和３年11月29日に水道料金の見直しについて諮問させていただき、以降７回に

わたり熱心なご審議の上、本日答申をいただきありがとうございました。 

 少しでも安い料金で市民のみなさまに水道を提供することも市民サービスの一

環でありますが、将来にわたり安定的で安全安心な水を供給していくためには、水

道料金の見直しが必要であると、そのような思いで諮問させていただきました。 

 人口減少、あるいは水道施設の老朽化、耐震化の状況など、高砂市の水道事業に

おける厳しい状況をご理解いただいた上で、水の安定供給を第一に考え、本日の答

申に至ったものと思い感謝をいたしております。 

 今後、この答申を基に、景気情勢などをしっかり判断しながら、料金改定の条例

案の議会提案に向けて事務を進めてまいります。料金改定の条例が議決された後に

は、しっかりと老朽化、耐震化対策を行い、将来にわたって安定的に安全安心な水

を供給できるよう取り組んでまいります。長い時間にわたるご審議本当にありがと

うございました。 

 最後になりますが、委員の皆様から一言いただければと思います。 

 

 水道は、蛇口をひねったら出てくるのが当たり前と思い過ごしてきましが、そう

ではなく今は水道管がかなり老朽化しており、今後修繕や補修が非常に大事である

ことが分かりました。それに対する費用が当然いるわけですから、もし何かの機会

があればそういうことも伝えていきたいと思います。 

  

 水道はライフラインの大事な一つでありますので、今後とも安全で安い水の供給

をお願いいたします。値上げは給水人口の減少と老朽化した施設の更新のため、と

いうことは５年後10年後も値上げの可能性は高いですね。先のことになりますが、

市民に周知していただいたほうがいいと思います。 
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委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 老朽化のため色々なところを修繕していかなければならない、知らなかったこと

をたくさん知ることができたので、私自身本当に勉強になりました。 

 市民向けの説明会は、おそらく興味のある方は参加されると思いますが、参加で

きない人に対しては、理解しやすい資料をつくってほしいです。日頃、水道の蛇口

をひねったときに感謝を持てるような、大切に使おうと感じてもらえるような水道

事業になってもらえたらと思います。 

 

 高砂市は料金的にも住みやすいということを非常に感じます。良いところという

のをもっとアピールすることと、自分たちが支払う料金がどのように使われている

のかということをきちんと知らせることで、市民はより安全安心というところで、

市に愛着を持つのかなと思います。小学生にも分かるような、丁寧な説明をしてほ

しいと思いました。 

 水は、ただ単に飲む水ではなく、川や自然を守り、そして私たちの生活を守ると

いうことでとても大切なものなので、また機会があれば水に関することで何か市民

の皆さんと一緒にお役立てできる機会があればいいかなと感じました。 

 

 私は水処理の専門家として参加しましたが、経営に関しては素人であり、その中

で多くのことを学ばせていただきました。 

 ライフラインであり、出て当たり前ということで、苦情や文句はあっても感謝さ

れることはほとんどない業界ですが、こういった会を通じて市民の皆さんの理解が

深まったことをよかったと思います。 

 

 公認会計士ということで、呼んでいただいたと思うのですが、赤字が増えてくる

と民営化とかPFIとかPPPの流れが懸念されますが、やめておいたほうがいいと考え

ます。 

 色々な意見がありますが、実際先行しているイギリスでは民営化に失敗し公営に

戻そうという動きがあります。ライフラインなので、民営化で失敗すると水道料金

がもっと高くなるので、赤字を減らしていくという意味では、今回の料金改定はや

らざるを得ないことなのかなと思います。 

  

 最終的に答申までたどり着けました。長い間、何度も審議会にご協力いただきま

してありがとうございました。 

 20年近く水道料金がそのままであったので、今後はこまめに料金の見直し等をし

ていただければ、急激に大きな増額とかはなくなるのではないかと思います。 

 審議会の主な役割はだいたい終わったかと思いますが、上下水道部のみなさまは

これから大変忙しくなると思います。委員のみなさまからもご指摘がありましたよ

うに、市民への説明というのが今後いちばん大きな課題になるかと思いますので、

そちらのほうしっかりやっていただき、継続的に水道事業を運営できるよう努めて

いただければと思います。 

  

 それでは、（３）その他 について 

  事務局から説明をお願いいたします。 
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上下水道部 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 水道料金の見直しについての答申をいただき、ありがとうございました。 

 今後の予定ですが、答申にもありますように市民説明会を11月上旬に開催する予

定です。以後、水道料金改定に係る条例案を市議会に提案したいと考えております。 

 条例案が議決されましたら、水道料金システムの改修、市民への周知期間を一定

期間設け、水道料金改定を施行したいと考えております。 

 委員のみなさまにも適時説明をしていきたいと考えていますので、よろしくお願

いいたします。以上です。 

 

 これで本日の協議は全て終了しました。 

  

４ 閉 会 

 


